
産業廃棄物の一連の処理行程(令和7年4月～令和8年3月） 市原サーマルセンター

焼却 受入量(t) 割合 種類 委託先 持出量(t) 割合 処分方法

廃プラスチック類(ゴムくず追加) 15,537 62.4% A社 3,225 53.3%

木くず 1,076 4.3% B社 587 9.7%

紙くず 1,047 4.2% C社 296 4.9%

繊維くず 853 3.4% その他数社 294 4.9%

動植物性残さ 373 1.5% E社 137 2.3%

動物系固形不要物 0 0.0% F社 86 1.4%

汚泥 3,576 14.4% その他数社 82 1.4%

廃油 120 0.5% G社 708 11.7%

廃酸 451 1.8% H社 260 4.3%

廃アルカリ 1,631 6.6% I社 205 3.4%

ガラス・コンクリート及び陶磁器くず 95 0.4% J社 39 0.7%

金属くず 10 0.0% その他数社 124 2.1%

特管廃油 92 0.4% 金属くず 2社 0 0.0% 売却

24,862

破砕 受入量 割合

廃プラスチック類(ゴムくず追加) 14 0.1%

木くず 2 0.0% 種類 委託先 持出量(t) 割合 処分方法

紙くず 0 0.0% 廃プラスチック類 4 0.1%

繊維くず 3 0.0% がれき類 1 0.0%

ガラス・コンクリート及び陶磁器くず 1 0.0% ガラ・コン及び陶磁器くず 3 0.0%

がれき類 3 0.0%

金属くず 3 0.0%

24,909

総受入量 24,887 100% 25

処理前保管量 685 407 持出量  6,048 t
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